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https://hobby-it.com/googledriveapi/

《ESP32とOV2640でGoogleDrive保存【API】
【ソフトウェア（プログラミング）編】》
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４．NTPについて

NTPサーバNTPクライアント

t1

t2

t3

t4

行きの時間

サーバ処理時間

帰りの時間

(t2-t1) - (t4-t3)

2
Offset(時間差) =

Origin Timestamp      : t1
Receive Timestamp   : t2
Transmit Timestamp : t3

●NTP: Network Time Protocol
ネットワーク機器が自動で時刻を設定するプロトコル

●Windows11端末で時刻同期

1) 行きパケット

2) 帰りパケット

行きの時間 帰りの時間



４．NTPについて

t1) 13:00
t2) 13:15
t3) 13:20
t4) 13:35

行き:15秒

帰り:15秒

（サーバ処理:5秒）

1)時間差なし、行き帰り15秒

3）行きが5秒小さい場合

行き:10秒

帰り:15秒

（サーバ処理:5秒）

= 17.5

1)は時間差なし。2)～4)は20秒遅れてる場合

2）行き帰りが15秒の場合

行き:15秒

帰り:15秒

（サーバ処理:5秒）

30 - (-5)

2

= 20
35 - (-5)

2

4)帰りが5秒小さい場合

行き:15秒

帰り:10秒

（サーバ処理:5秒）

= 22.5
35 - (-10)

2

確認中

= 0
15 – 15

2

NTPは通信時間が行きと帰りで同じことが前提

NTP
Server1

NTP
Server2

NTP
Server3

NTP
Server4

NTP
Client

３つの信頼できるサーバから
時刻同期をおこなうことで精度を向上

t1) 13:00
t2) 13:35
t3) 13:40
t4) 13:35

t1) 13:00
t2) 13:30
t3) 13:35
t4) 13:30

t1) 13:00
t2) 13:35
t3) 13:40
t4) 13:30



６．Arduinoプログラム

Google及びWi-Fi設定

定期起動及び定刻起動設定

前回の定期起動及び定刻起動時間を
保存するための変数

必ず変更必要

NTPの設定
（NTPサーバを設定）



分単位で経過時間をチェックするため、
０分を超えると60をプラス

６．Arduinoプログラム

現在時間の取得

定期起動
チェック

定刻起動
チェック

画像取得及びGoogleドライブ保存の
処理実行

設定値がプラスで、かつ、前回から
経過時間を過ぎていた場合に実行。
（もしくは前回時間が-１の場合）

前回時間から経過（異なり）していて、
設定値と同じ、かつ、分がゼロの場合
に実行

実行フラグ



８．動作確認

定刻の15時及び
20分毎に保存

GoogleのFolder-ID
（プログラムで設定）
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